Zum Zeitbewusstsein im „Gedichtzyklus Die Winterreise“: Ein Versuch der Neubewertung des Dichters Wilhelm Müller by 今本 幸平 & Imamoto Kohei
連作詩『冬の旅』における時代意識 ヴィルヘルム
・ミュラー再評価の試み
その他のタイトル Zum Zeitbewusstsein im ?Gedichtzyklus Die
Winterreise“: Ein Versuch der Neubewertung
des Dichters Wilhelm Muller
著者 今本 幸平
雑誌名 独逸文学
巻 47
ページ 105-127
発行年 2003-03-20
URL http://hdl.handle.net/10112/00018101
関西大学『独逸文学』第47号2003年3月
連作詩『冬の旅』における時代意識
ヴィルヘルム・ ミュラー再評価の試み
今本幸平
はじめに
ヴイルヘルム・ ミュラー(WilhelmMUlle喝1794-1827)は、今日で
は専らシューベルト (FranzSchubert)の歌曲集の詩人としてのみ知ら
れ、音楽研究の分野で時折簡単に紹介されることはあるものの、文学の
分野では顧みられることは少ない。その状況はドイツにおいても同様で
あった。しかし1994年にミュラー生誕200年を記念して、ミュラー展が
彼の故郷デッサウで開かれたり、全6巻から成る『ミュラー全集』'が出
版されるなど、これまで文学史（及び音楽史）においてどちらかという
と傍流とみなされてきたこの詩人に光を当てようという動きも最近では
見られるようになった。
本稿ではミュラーの連作詩『冬の旅』 ("DieWinterreised6,1824)を取
り上げる。それはこの作品がシユーベルトの作曲によって有名になって
いるからである。シューベルトの影の中からミュラーを引っ張り出すこ
とによって、 ミュラー自身を改めて見直す一つのきっかけとすることが
本稿の目的である。
ミュラーの文学活動
一般的な文学史の時代区分に当てはめれば、 ミュラーは後期ロマン派
の詩人として位置づけることができる。当時は活発に文学活動を行って
いたが、現在ではその活動内容は一般的に良く知られているとは言えな
いため、 まず彼の文学活動について概観しておきたい。
1 Leisme喝MariagVerena(Hrsg.):WilhelmMiinerWerkeTagebticherBriefe
C
Bernn:VedagMathiasGatza,1994.
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1）文学活動の開始
ミュラーの文学活動はベルリンにおいて始まる。大学入学資格取得後、
1812年に彼は故郷のデッサウを離れて、ベルリンで古典言語、歴史など
を学んだ。ベルリンでの学生時代にプロイセン軍の志願兵として解放戦
争に参加して、当時の若者特有のやり方で愛国精神を見せている。 ミュ
ラーの文学活動はこの頃から始められ、志願兵時代に知合った詩人仲間
たちと共同で詩集を発行したりした。この頃のミュラーはドイツの過去、
特に中世時代に強い関心を寄せ、その時代の服装を真似たり、 ミンネザ
ングを模倣した詩を書いたりしている。
1816年に枢密顧問官シュテーゲマン(FriedrichAugustvon
Stagemann)の社交サークルに入り、当時人気のあったパイジェロ
(GiovanniPaisiello)のオペラ『水車小屋の娘』("LaMolinara",1788)
をもとにした歌付きの芝居をサークル内で上演することが企画された
ことがきっかけで、後にシューベルトの作曲で知られるようになった
連作詩『美しき水車小屋の娘』 (,,Diesch6neMiillerin6@,1820)が生まれ
た。この連作詩はその後書き改められ、 4年後に出版された『旅する
ホルン吹きの77の遺稿詩集』(,,SiebenundsiebzigGedichteausden
hinterlassenenPapiereneinesreisendenWaldhornisten",1820)に収録
されるに至った。
2）イタリア旅行
この連作詩が完成に至るまでの間、 1817年から1818年にかけて、ミ
ュラーは大学から推薦を受けて、ザック男爵(AlbertvonSack)の旅に
同行することになる。当初の目的地はオリエント方面だったが、ペスト
流行の知らせを途中立ち寄ったウィーンで聞き、行き先を変更して彼ら
はイタリアへ向かった。イタリアでミュラーは現時の民衆の生活をその
目で観察することにより、民衆的な杼情詩のスタイルをはっきりと打ち
出すことだけでなく、 ドイツにおける王政復古的な状況に比べて、イタ
リアにおけるドイツ人芸術家たちの比較的自由で強いられることの無い
生活に魅了された2･イタリアでの経験を書き送った手紙をもとに、後に
2 Vgl.menneEAndreas:KeinSangerderWeliflucht.In:Michels,NobertGIrsg.)
WilhelmMUllel;EineLebensreise,Weimar,1994,S.71.
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『ローマとローマの人々』 ("Rom,R6merundR6merinnen",1820)とい
う紀行文を出版した。帰国した後、 ミュラーはデッサウのギムナジウム
の臨時教員として、そして図書館員として働きながら、文芸誌の創刊や
作品の投稿など、活発な文学活動を行い、 1820年には『旅するホルン吹
きの77の遺稿詩集』が出版された。
ミュラーの文学活動のパートナーとして重要なのは、 ライプツィヒの
出版社ブロックハウスの、フリードリヒ・アーノルト ・ブロックハウス
(FnedrichArnoldBrockhaus)である。彼らの出会いは1819年の終わり
頃で、ブロックハウス社の雑誌『ヘルメス』 (,,Herme3)に、ドイツ語
で書かれたイタリア関連の書物の批評を書くようミュラーが依頼された
ことがきっかけである。 ミュラーは1820年から翌21年にかけてこの書
評の仕事を務め、その総ページ数はおよそ100ページに及んだという3。
『ヘルメス』以外にも、 『文学週間新聞』 (,,LiterarischesWochenblatt")
『ウラーニア』 ("Urania")等の雑誌の他、百科事典の編纂、『17世紀ド
イツ詩全集』 (,,BibnothekdeutscherDichterdesl7.Jahrhundert",
1822-1827)の編集など、ブロックハウス社との関係は、フリードリヒ
が1723年に亡くなって息子ハインリヒが出版社を継いでからも続き、ミ
ュラーの生涯にわたっている。
3） 『ギリシャ人の歌』一政治的関心
現在ミュラーの作品は2つの連作詩『美しき水車小屋の娘』と『冬の
旅』が良く知られているが、当時は『ギリシャ人の歌』 (,,Griechenlieder",
1821-1824)という表題でまとめられた一連の詩でその名を知られてい
た。この作品は、ギリシャで1821年に起こった独立戦争に対するいわば
支援の詩で、 10編の詩を収録した小冊子が1821年10月にデッサウで出
版された。初版約800部が発行されて、約1ヶ月半で売り切れ、後に増
刷及び続編も出版された。
『ギリシャ人の歌』が反響を呼んだのは、これを読んだ人々がギリシャ
の状態と当時メッテルニヒ (memensvonMetternich)主導の下で行わ
3 V91.Leismer;Bernd:WilhehMiiller;LebenundWerk.In:Michels,Nobert
GIrsg.)1994,S.22.
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れていた王政復古的な政治的状況を重ね合わせ、そこに共感したためで
あった。このようにミュラーと政治とを関連付ける別の例として、 1821
年にデッサウに設立された男声合唱団のために書いた『男声合唱団のた
めの食卓の歌』 (,flnfelliederfiiruedertafeln",1821)という表題の一連
の詩がある。それは酒を讃えた内容の詩であったが、そこでは酒は自由
と読み替えることができ、酒が支配する国、即ち自由の国として描かれ、
政治的な主張を直接前面に押し出すのではなく、比嶮的に自由主義的思
想を表現していると言われる4。これらの詩はデッサウ以外の合唱団でも
取り上げられた。
このようにミュラーの名を有名にしたのは、主に当時の社会状況と密
接に関連した作品群であったために、時代の変化とともに彼の詩も次第
に過去の物となって顧みられる機会が少なくなったのかもしれない。
4）文学、芸術面の交流
学生時代からミュラーは詩人たちとの交流を持っていたが、その後も
様々な人物と交流している。特に1820年以来、ミュラーはしばしばドレ
スデンを訪れている。この年彼はこの地でテイーク (LudwigTieck)と
知合い、作品の批評や助言を受けた。 ミュラーのティークに対する関係
は、終始弟子と師のような関係だったという5．テイーク以外にもこの地
の詩人たちと交流し、文学以外では作曲家ヴェーバー(CarlMariavon
Weber)と知合って、 ミュラーは『旅するホルン吹きの遺稿詩集」第1
巻の第2版（1826)6をテイークに、1824年に出版された同名の詩集第2
巻をヴェーバーに献呈している。 ミュラーは「第二の故郷」と思うほど
にドレスデンを気に入り、その後も毎年訪れた。また、晩年の1827年7
月から9月にかけては、 1821年に結婚した妻とヴュルテンベルク地方へ
旅をして、ウーラント (LudwigUhland)、ハウフ(WilhelmHauff)、ケ
4 Vgl.Ebd.S.25.
5 ミユラーは出版直前だった『旅するホルン吹きの77の遺稿詩集』の批評をテイー
クから得た。Vgl.Leismel;Berndl994,S.23.
6 1820年に出版された『旅するホルン吹きの77の遺稿詩集』の改訂版で、版を改
める際に詩を足したため「77」という数字を削除した。
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ルナー(JustinusKerner)といったシュヴァーベン派の詩人達とも出会
った。このようにミュラーはドイツ詩人らと交流しつつ文学活動を行っ
たのだが、 ドイツ以外の詩人にも関心を持っていた。とりわけ高く評価
したのがバイロン(GeorgeGordonByron)で、この詩人がギリシャで
亡くなった後、 『バイロン』 (,,Byron@C,1824)という詩や、 1826年には伝
記的エッセイも書いた。 ミュラーはとりわけバイロンの自由主義的な思
想と行動力に惹かれていたようである7． ミュラーが当時感じていた圧迫
された社会に対する不満を、間接的表現で伝えようとしていたことが、
『ギリシャ人の歌』や男声合唱団のための詩やバイロンへの関心から窺え
よう。
ミュラーの活動を概観すると、若い頃にはロマン派的な風潮に影響を
受けて中世ドイツの文学に関心を寄せ、 ミンネザングを模倣したり、ギ
リシャ人の蜂起に共感して『ギリシヤ人の歌』を発表するなど、時代風
潮に対する敏感さを見せていることから、彼が当時の所謂流行詩人とな
り得る資質を持ち合わせていたことが分かる。しかしザック男爵の旅の
同行者として大学からの推薦を受けたり、雑誌の書評や百科事典編纂に
も協力するなど、その活動からは彼が高い教養を持ち合わせていたこと
も窺わせ、単なる民衆受けするだけの迎合的詩人というわけでも無さそ
うであることも確認できたので、次節以降では『冬の旅』という具体例
を取り上げて考察を進めてゆきたいと思う。
連作詩『冬の旅』の成立事情
1）成立過程
連作詩『冬の旅』は全部で24編の詩から成り、1824年に出版された
『旅するホルン吹きの遺稿詩集』第2巻に収録されている。しかし、 ミュ
ラーはこれらの詩を全て同時期に発表したのではない。まず1822年1月
に12編の詩がブロックハウス社に送られ、1823年版の『ウラーニア』に
掲載された8．そして同年3月13日及び14日付けの『ドイツ芸術新聞』
Vgl.LeismeI;Berndl994,S.28.
この時掲載されたのは次の12編である：『おやすみ』 『風見』 『凍った涙』 「氷結」
『菩提樹j 『あふれる涙」 『川の上で』 『顧み』 『鬼火」 『休息」 『春の夢』 『孤独｣。
??
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(,,DeutscheBlatterflirPoesie,Literatur,KunstundTheaterO6)に5編
ずつが2日に分けて計10編発表された9．これらの詩が1824年に出版さ
れた詩集に収録きれる際、 さらに『郵便馬車」 (,,DiePost")と『欺き』
(,"uSchung")の2編が足され、「冬の旅』は完成した。 3月13，14日
に発表された詩には、 「この連作詩に属する12編の詩が『ウラーニア』
1823年版に掲載されている｣10というミュラーのコメントが書かれてお
り、 また『ウラーニア』の12編には既に『冬の旅』というタイトルが与
えられていたことから''、ミュラーが初めから連作詩の構想を持ってこ
れらの詩を書いたことは明らかである。
ミュラーは連作詩を詩集に収録する際、詩の順序を変更した。そして
テクストにも一部改訂を加えているのだが、 『冬の旅』ではほとんどの詩
が（全24編中19編）3又は4詩脚の4行詩節の、ロマン派の時代に好ん
で用いられた典型的な民謡形式で書かれた詩なのである。 ミュラーは民
謡というものは「形式は単純で、歌いやすい韻律を持ち、言葉の言い回
しに持って回ったところが無く、深い内面性と至高のものを素朴に表現
する無邪気さ」'2が必要であると考えていた。『冬の旅』初稿の執筆も、
後のテクスト改訂も、 ミュラー自ら規定したこれらの条件をふまえて行
われたであろうと考えられる。また、ハイネ(HeinrichHeine)が1826
年にミユラー宛の手紙の中で、 『旅するホルン吹きの77の遺稿詩集』の
民謡調の詩の中に「純粋な響きと真の簡素さ」を見出したと述べ、さら
にミュラーの詩を読んで「言葉の古いたどたどしさや不器用さを模倣す
ることなく、古来の民謡形式から、民衆に固有の新しい形式を作り出せ
るのだと分かった｣'3とも述べている。
3月13日に『霜おく髪」『最後の希望』 『鴉』 『村にて」 『嵐の朝』の5編が、 3月
14日に、『幻日」 『道しるべ』 『宿屋」 『勇気」 『ライアー回し』の5編が掲載され
た。
MiillerjWilhelml968,S.464.
Vgl.Leistnel;Berndl994,S.26.
menner,Andreasl994,S.72.
Heine,Heinrich:Werke,BriefWechsel,LebenszeugnisseSakularausgabe.Paris
undBerlin:1970ffBd.20.S.249f
9
10
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ハルトゥング(GUnterHartung)は、『冬の旅』における言葉の古めか
しさを避けようとする改訂として、 『ライアー回し』 (,,DerLeiermann")
を挙げ、 ミュラーがこの詩の中の"BleibetimmerleerG$(第2節第4行）
という行を、詩集に収録する際に,,Bleibthmimmerleer"に変え、
bleibetという古い語形を回避していると指摘している14。確かにこの
ような語形は、例えばアルニム(AchimvonArnim)とブレンターノ
(ClemensBrentano)の編集による『少年の魔法の角笛』("DesKnaben
Wunderhorn!G,1805-1808)に収録された民謡では散見されるが15,『冬
の旅』では見られない。
また、 「歌いやすい韻律」 「言葉の言い回し」という観点から行われ
たと思われる改訂として、 『おやすみ』 (,,GuteNachtl0)のなかの改訂
を挙げておきたい。この詩の第4節5行目は、始めは,,Schreib'im
VbriibergehenC@であったが、,,IchschreibenurimGehen"に変更されて
いる。この場合、省略されていた主語Ichが表れ、また3詩脚抑揚格で
書かれたこの詩行で、意味的により重要な語である定動詞schreibeが揚
格の位置におかれることを意図して変更が加えられたと考えられる。
改訂の意図としてハルトゥングが指摘するのは、 ミュラーが伝統的な
民謡の持つ素朴さを残しながら、時代に即した表現で作品を作り、古め
かしさから民謡を解放しようとしていることである'6。つまり、ミュラ
ーは民謡を単なる過去の遺物として保存するのではなく、常にアクチュ
アルな表現の可能性を持ち、いつの時代にも民衆とともにあり続けうる
形式として、つまりハイネの言うような「民族に固有の形式」として確
立させようとしていたのではないかと考えられるのである。
14Vgl.Harmng,Giinter:WilhelmMiillerunddasdeutscheVblkslied・In:Weimarer
Beitrage,Bd.5,1977,S.55.
15動詞の三人称単数現在形の語尾tの前にeが入る語形(fraget,verbrennet,bleibet
など）の他、動詞seinの三人称単数過去形warの代わりにwasとなって中高ドイ
ツ語の語形を残している箇所も見られる。Vgl.Arnim,Achimvon;Brentano,
Clemens:DesKnabenWunderhorn.FI･ankfUrta.M.,1923,S､58,70,163.Arnim,
Achimvon;Brentano,Clemens:DesKnabenWunderhorn2.Auflage.
Heidelberg,1819,S､13 .
16Vgl.Harmng,Giinterl977,S.55.
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2）歌曲集との相違点
『冬の旅』に関してはシューベルトの連作歌曲集が非常に良く知られて
いるが、 ミュラーの連作詩とはいくつかの点で異なっている。すぐに目
に付くのが詩の順序である。このことに関しては、シューベルトがこの
歌曲集を作曲した経緯を確認しなくてはならない。連作歌曲集『冬の旅』
は、連作詩同様全24曲から成り、第1部と第2部に各12曲ずつに分け
られている。第1部は1827年2月に、第2部は1827年10月にそれぞれ
作曲された。 1827年には既にミュラーの『旅するホルン吹きの遺稿詩
集j第2巻は出版されていたのだが、シューベルトはその存在をこのと
きまだ知らず、第1部（この時点ではシューベルトにとっての完成した
『冬の旅』）の作曲には『ウラーニア』 1823年版を使用したのである。そ
してそこに掲載されていた12編の詩を作曲した後に、全24編の詩が収
録された詩集の存在を知り、 まだ作曲していなかった12編の詩に曲を付
け、それらを既に作曲していた12曲の続きとしてつけ足し、第2部とし
たのである'7。
既に述べたようにミュラーは『冬の旅』の詩を詩集に収録する際に詩
の順序とテクストの一部を変更したため、結果として詩集と歌曲集は詩
の順序が大きく異なり、テクストに関しては歌曲集第2部では改訂後の
テクストに、第1部では『ウラーニア』に掲載されたときのままの改訂
前のテクストに準じている。このような歌曲集成立の経緯を踏まえずに
ただ歌曲集と詩集の成立年代だけを見て考えてしまうと、 まるでシュー
ベルトが自分の考えに合わせて全ての詩の順序やテクストの語句を変更
したかのような誤解を招いてしまう。
しかしここで歌曲集の成立事情をもう一度振り返ってみると、シユー
ベルトはミュラーの最終的決定に従うことも可能だったにもかかわらず、
そうしなかったのは何故なのかという疑問が浮かび上がる。この疑問
に対しては音楽的観点からの理由づけがなされている。クレウェルス
(Hans-UdoKreuels)は、「シューベルトは既に完成していた第1部の音
楽的統一と音楽的なドラマトゥルギー上の順序を損ないたくなかったの
17『冬の旅」第二部冒頭の『郵便馬車」の自筆稿には「ヴイルヘルム・ ミユラーの
『冬の旅』の続き」と書かれている。
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である｣18と述べているし、デュル(Wa肋erDiirr)も同様の見解を示し
ている19．具体的には、シューベルトが第1部の12曲の調性配置を尊重
したということである。例えば、長調の曲とその前の短調との調性関係
が離れていることから、この曲集でシューベルトが長調に異化効果を持
たせようとしていたことが指摘されている20．
詩の入れ替えからは、 ミュラーが連作詩に何らかの一貫性を与えよう
としていた意図が窺えるが、その意図にシューベルトが気付いていなが
ら敢えてそれに従わなかったのか、初めから気付いていなかったのかは
明らかではない。しかしシューベルトの方も、 この歌曲集に対して強い
思い入れを持っていたであろうと思わせる点がある。それは、シューベ
ルト自身が詩の順序を変えた箇所があるということである。即ち『冬
の旅』の終曲『ライアー回し』の前の2曲『勇気』 (,,Mut")と『幻日』
(,,DieNebensonnen@G)の順序である。ミュラーの詩集では『幻日』は20
番目、 『勇気』は23番目である。21番目と22番目にはすでに第1部で作
曲していた『春の夢』 ("Fmhringstraum")と『孤独』 (,,Einsamkeit@$)
が置かれているので、この2つを飛ばし、本来ならば『幻日』『勇気』の
順になるはずが、逆になっている。単にシューベルトの取り違えだとす
る意見もあるが、彼はこの歌曲集に何度も推敲を重ねた。当然詩集もそ
の都度参照したであろうと思われるので、譜面が入れ違っているのに気
付かなかったというのは疑問である。それよりも興味深いのは、意図
的に順序を入れ替えたのだとするゲオルギアーデス(Thrasybulos
GeorgiasGeorgiades)の意見である。彼によれば、シューベルトは『幻
日』に『冬の旅』を閉じるリートとしての役割を与え、それによって
18Kreuels,Hans-Udo:"DieWinterreise"desWilhehMiiller(unddesFranz
Schubert).In:Michels,Nobert(Hrsg.)1994,S.100.
19デユルはその他の理由として、シユーベルトがミユラーの24編の完成した詩集を
手にしたときには既に第1部の12曲が印刷されていたために変更が不可能だった
のではないかという 「外的理由」の可能性も同時に指摘している。ヴァルター・
デュル（喜多尾道冬訳） 「19世紀のドイツリート』、音楽之友社、1987年、220ペ
ージ参照。
2O三宅幸夫「シューベルトの『冬の旅』再考」（口頭発表要旨及び質疑)、 日本音楽
学会誌『音楽学」第45巻3号、1999年、239-241ページ参照。
113
今本幸平
｢舞台からの退場」を表現した。そして『ライアー回し』は自我の感情を
完全に消して語られるエピローグなのである2'。また、クレウェルスは
｢シューベルトはこの2つの詩に関して、ミュラーの順序に従うこともで
きたのだが、シューベルトにとって『勇気』を『ライアー回し』の直前
に置くことはあまりにも唐突だと感じたのだ｣22と述べている。
実際に『勇気』が『ライアー回し」の直前に置かれることが唐突かど
うかはより詳細な音楽的考察及び個々人の判断に委ねるより無いが、シ
ューベルトが意図的にこの2つの詩の順序を入れ替えたのだという意見
に従えば、シューベルトも、 ミュラーとは別の彼独自の「『冬の旅」観」
を持っていたということになる。デュルは、シューベルトが個々の詩を
いわば建築の1つ1つの石材のように利用して、（最初から意図したわけ
ではなかったにせよ）新しいものに作り変え、 自己流にまとめたのだと
言う23.しかし、冒頭及び結末部分が連作詩と共通していることが、結
果的に歌曲集の構成を聴衆にとって納得のゆくものにしていると言える
かもしれない。
ここまで連作詩と歌曲集の成立について行った考察から分かるように、
これまでシューベルトの歌曲集によってその詩の価値も高められたなど
と評されてきたミュラーを正当に再評価するためには、 ミュラーの連作
詩と、シューベルトの歌曲集は、素材は同じとはいえ、別の作品として
個別に考察されねばならないのである。
連作詩『冬の旅』の構成
連作詩『冬の旅』には、 『美しき水車小屋の娘』と異なって物語的な筋
書きや起承転結が無いと言われる。確かに当時人気のあったオペラの筋
書きを下敷きとして書かれた『美しき水車小屋の娘』に比べ、 『冬の旅』
は主人公の他に人物は現れないし、唯一最後に登場するライアー回しの
老人に対する呼びかけも、対話へと発展することも無く連作詩は終わっ
21TG・ゲオルギアーデス（谷村晃、樋口光治、前川陽郁訳）『シューベルト音楽
と杼情詩｣、音楽之友社、2000年、513ページ参照。
22Kreuels,Hans-Udol994,S.101.
23ヴアルター・デユル1987年、226ページ参照。
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てしまい、明白な物語性を見出すのは難しい。それではミュラーはこの
連作詩で一体何を表現しようとしたのか。単に恋に破れた孤独な男が冬
に放浪するという、いかにもロマン派的なモティーフを持つ詩を集めた
に過ぎないのか。しかしミュラーがこの連作詩を詩集に収録する際に詩
を並べ替え、 さらに2編の詩をも加えていることを思い起こせば、そう
ではないことが容易に想像できよう。ここで関心を惹くのは、最後のラ
イアー回しへの呼びかけである。これは（かつての）恋人以外の人物に
対する唯一の呼びかけである。この呼びかけに至るまでに、人目を避け
て旅を続けていたはずのこの男の心境には何か変化が見られるのではな
いか。そしてそこにこそミュラーがこの連作詩で表現しようとしたもの
が隠れているのかもしれない。この点に注目して、ここでは考察を進め
る。
1）旅の開始
Fremdbinicheingezogen,
Fremdzieh'ichwiederaus.
DerMaiwarmirgewogen
MitmanchemBlumenstraul3.
DasMadchensprachvonLiebe,
DieMuttergarvonEh'-
NunistdieWeltsotriibe,
DerWeggehiilltinSchnee. [111］
『冬の旅』冒頭、 「おやすみ』の第1節である。これを見て分かるよう
に、この連作詩における旅の精神的な出発点は失恋、 しかも恋人の心変
わり、いわば裏切りなのである。この旅立ちは『美しき水車小屋の娘』
のそれのような希望に満ちてはおらず、失意の退去である。ロマン派
の時代において、愛はまるで宗教にとって変わるほどの価値を持ち、
ノヴァーリス(Novalis)が婚約者ゾフィーの死後書いた『夜の賛歌』
("HymnenandieNacht",1800)に見られるように、相手をしばしば崇
高な女性にまで神秘化し、それが生の支えにもなった。 ミュラー自身
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も1815年に知合ったルイーゼ・ヘンゼル(LuiseHensel)に恋をしたと
き、彼女の中に理想の女性像を見出し、 まるで聖人のように理想化して
いた24.しかしこの旅人の場合は愛を裏切りによって失い、愛そのもの
に失望した。そして彼はこの愛と不可分に結びついていた町（愛する人
が住む町）を去り、当ての無い旅を始めようとするのである。しかしこ
の詩に続く 『風見』 (,,DieWetterfahne")では旅人は恋人の家の屋根で
翻る風見に女性の心の移るいやすさを見出し、その次の『凍った涙』
(,,GehForneTranen$$)には場所を特定する描写は無いが胸の中の熱い想
いを歌い、その次の『氷結』 (,,Erstarrung6d)ではかつて恋人と共に歩い
た野原が雪に覆われ、 もはや二人の足跡を見つけられないのを嘆き、そ
してその次の、民謡としても有名な『菩提樹』 ("DerUndenbaum")で
はかつて愛の言葉をその幹に刻んだ門前の菩提樹のそばで過去の回想と
現在の放浪が交錯する。つまりまだ町を遠く離れず、思い出と失恋の苦
悩に浸っている状態にあると言える。町を離れるのはこの後のことであ
るが、 『菩提樹』の最終節に次のような描写が見られる。
NunbinichmancheStunde
EntferntvonjenemOrt,
Undimmerh6r'ich'srauschen:
DufandestRuhedort! [114］
冬の菩提樹のざわめく音は、旅人の心象風景の中の産物である。実際
の菩提樹はここでは旅人の思い出を呼び起こすスイッチとしての役割を
果たしているのである。そして菩提樹から、つまり町から離れてからも、
そのざわめきを聞き続けるのは、彼の心象風景は消えてはいないという
こと、そして恋人への未練を抱いたまま旅を続けようとしているという
ことに他ならない。
2）慰めを得る可能性
そしてこの未練と苦悩の感情はこの後『あふれる涙』 (,,Wasserflut,6)
24Vgl.Leismel;Berndl994,S.14
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の中で涙によって象徴的に表現される。しかも興味深いのは「私の涙に
ついてゆけ」 (FolgenachnurmeinenThranen)と自分の涙を吸った雪
に語りかけていることである。旅人は「自分の感情を知覚しうる存在と
しての雪に語りかけ、 自分の涙を雪に託すことによって感情を雪と分か
ち合う」25というロマン派的なやり方で「失望を回避する試み｣26を行う。
このような試みは『川の上で』 (,,Aufdemmusse60)の詩でも見られる。
旅人は凍った川面に恋人の名や出会った日付などを刻みつける。そして
川面が凍ってせせらぎが聞こえなくとも、氷の下では水が流れる川と、
一見無感情に見えてもその奥では恋人への思いを秘めている自分の心の
状態を関連付けるのである。 「外界は内部世界の反映であるという詩的な
直観｣27によって捉えられたロマン主義的自然観がここでは旅人の慰めの
希望として示されている。
Schnee,duweil3tvonmeinemSehnen:
Sag'mi喝wohingehtdeinLauf？
FolgenachnurmeinenThranen,
NimmtdichbalddasBachleinauf.
WirstmitihmdieStadtdurchziehen,
MuntreStralBeneinundaus:
FiihlstdumeineThranengliihen,
DaistmeinerLiebstenHaus"『あふれる涙』 ［115］
MeinHerz,indiesemBache
E1kennstdunundeinBild？
Ob'sunterseinerRinde
WOhlauchsoreil3endschwillt？『川の上で』 ［116］
25Schieb,Roswitha:,,Diesch6neMiillerin4@und"DieWinterreise".In:Michels,
Nobert(Hrsg.)1994,S.65_
26Ebd.S､65.
27久保田功「ロマン主義の詩論｣、『近代ドイツ杼情詩の展開』、同学社、 1986年、
606ページ。
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また、 『おやすみ』では恋人が夢を見て眠るのを邪魔しないようにそっ
と扉を閉じたり、 「僕がお前のことを思っていたことがお前に分かるよう
に」 (DamitdumOgestsehen,/Ichhab'andichgedacht.)扉に「おや
すみ」と書き残すなど「お前」 (Du)と呼びかけられるのは恋人であっ
たが、 『あふれる涙』と『川の上で』での語りかけの対象は雪や川であ
り、恋人は第三者となる。恋人への未練と苦悩を抱きながらも、旅人の
意識が徐々に恋人から離れつつあることを示していると言えるであろう。
3）死の願望とその後
町を離れ、視線が恋人から雪や川といった自然へと向けられた後、旅
人の意識は死へ向き始める。しかし、 『霜おく髪』 ("DergreiseKopf")
で髪に白く霜がおりた自分に老人の外見を与えたことを喜ぶものの、そ
れはじきに消え去ってしまい、 「この旅路で私が白髪の老人になってしま
うことはない」つまり死ぬことは無いのだと、 ここで初めて永遠の放浪
というこの旅の運命を知らされる。 『最後の希望』 ("LetzteHoffnung")
では旅人が自分の希望を託した木の葉を風が落としてしまう。ここでは
慰めの希望としての自然と自我の同一というロマン主義的自然観に対し
て、 「自我と自然の同一は解消｣28され、それによって得られるはずだっ
た希望も同時に解消している。しかし決定的に希望を否定されても、旅
人は死ぬことは無く、この旅も終わらないのである。そしてこのような
運命を知らされた後では、放浪の意識は変化する。フォルマン(Rolf
VOllmann)は、「始めは愛や他の男と婚約した少女が話題にされるが、
愛は徐々に背景へと退き、旅人が年老いることや死を望む理由がもはや
明確ではなくなる｣29と述べている。
まず『村にて』 (,,ImDorfe")では夜ごと夢を見て安らかに眠る人々
と、 まどろみを拒む旅人が対照的に描写される。そして最後の四行で、
死ぬことも旅を止めることもできずに永遠にさすらうという自分の運命
Schieb,Roswithal994,S､67.
Vbllmann,Rolf:WilhelmMUllerunddieRomantik.In:WilhelmMiillemFranz
Schubert:Diesch6neMiillerin/DieWinterreise(UniversalFBibliotilekNI:
18121)Smttgart2001.S､80.
28
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に気付いた旅人からの、毎夜夢の中で安らぎを得る人々に対する訣別の
意思、つまり他者からの完全な隔絶が表明されるのである。
BelltmichnurfOrt,ih wachenHunde,
LaIStmichnichtruhninderSchlummerstunde!
IchbinzuEndemitallenTraumen-
WaswillichunterdenSchlafernsaumen？『村にて』 ［118］
『欺き』では目の前を踊り誘う光についてゆくが、そこに旅人は慰め
の可能性を見出してはいない。彼は次のように歌うことしかできない。
Ach,werwieichsoelendist,
GibtgernsichhinderbuntenList,
DiehinterEisundNachtundGraus
Ihmweisteinhelles,warmesHaus,
UndeineliebeSeeledrin－
NurTauschungistftirmichGewinn!『欺き』 [119]
つまり光が見せるものは欺きでしかなく、 しかもそうと知りつつ自ら
喜んで身を委ねるのである。このときの旅人は自然から自分自身を切り
離し、ロマン主義的自然観から覚醒した状態にあると言えるだろう。こ
のような状態は『鬼火』 ("Irrlicht")でも見られる。旅人は鬼火の後に
ついて深い岩山へ迷い込む。しかし道に迷うことなど意に介さず、喜び
も悲しみも全て鬼火の戯れによる欺きに過ぎないと歌うのである。
また、 『道しるべ』 ("DerWegweiser")では死を望みながらそれが決
して叶わず、永遠に放浪しなければならないという運命を、 しかも安ら
ぎを求めるための永遠の旅という矛盾した運命を旅人は再び認識する。
UndichwandresonderMal3en,
OhneRuh',undsucheRuh'.
EinenWeiserseh'ichstehen
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UnverriicktvormeinemBlick;
EineStralSemulSichgehen,
DienochKeinergingzuriick.『道しるべ』 [119]
この「誰も戻らなかった道」は一見死へと通じているように思える。
しかしたとえ旅人が、 この道しるべが死への道を示していることを期待
しようと、 『霜おく髪』で既に彼はこの旅をする限り死ぬことは無く永遠
に放浪しなければならないことを知っているのである。だから彼は「安
らぎを求めて絶え間なくさまよわ」なければならないのである。したが
ってこの道しるべはむしろ、 「どこへも至らない道」を示し、永遠の放浪
という運命を示していると解釈するべきであろう。
また、 『幻日」では、現れた3つの太陽に向かって拒絶の態度が取られ
ている。
Ach,meineSonnenseidihrnicht!
SchautAndrendochin'sAngesicht!
Ja,neulichhatt'ic uchwohldrei:
Nunsindhinabdiebestenzwei.
Ging'nurdiedritt'ersthinterdrein!
ImDunkelwirdmirwohlersein.『幻日』 [121]
『あふれる涙』 『川の上で』では自ら自然に向かって語りかけていたの
と比べ、 自然に対する態度は大きく変化している。旅を始めた直後の旅
人であれば、 自らの感情と何らかの同一を見出そうとしていたかもしれ
ない。しかし今や「3つ目の太陽も消えてしまえば良い」と言う。シー
プ(RoswithaSchieb)は福音書における十字架上のキリストが亡くなる
時の描写と関連付け、 ここにも死の願望が表れていると指摘している30。
そして『春の夢』ではつかの間、春の花や緑の芝生を夢見るが、すぐﾞ
30Vgl.Schieb,Roswithal994,S.65f.『ヨハネ伝」を除く3つの福音書ではイエスが
十字架上で亡くなる前に空が暗くなったと描かれている。 （マタイ27-45、マル
コ15-33、ルカ23-44)
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に鶏の鳴く声に目を覚まされる。しかも実際に鳴いていたのは鴉であっ
た。そして最後に旅人は「再び目を閉じた」が、菩提樹の前では目を閉
じると枝のざわめきが聞こえ、それが旅人に憩いへと誘ったのにひきか
え、ここではそのような風景はもはや浮かび上がらず、ただ自分がまだ
生きているという現実を知らされるだけなのである。
[…]DieAugenzugemacht
UndseineZweigerauschten,
AIsriefensiemirzu:[…］ 『菩提樹』 ［114］
DieAugenschliellichwiede喝
NochschlagtdasHerzsowarm.『春の夢』 [121]
そして『あふれる涙』では雪に語りかけ、 自分の涙を雪に託して町へ
戻らせた旅人が、 『勇気』では顔に降りかかる雪を払いのける。ここで彼
はついに自然を無視するに至る。彼の心から苦痛は消えないが、それを
もう顧みようとはせず、明るく歌うことによって感情の表面に表さない
よう努める。そして彼は自身を奮い立たせて次のように歌うのである。
LustigindieWelthinein
GegenWindundWetter!
WillkeinGottaufErdensein,
SindwirselberG6tter. 『勇気』 [123]
こうして彼は訣別を表明して以来避けてきた人間の世界へと再び足を
踏み入れる。しかしそれは彼がこれまで属していた集団への回帰を意味
しているのでない。自分自身を「唯一の存在」という意味で、 まるで神
のようにみなすという新しい意識を持って世界へと入場するのである。
4）結末：ライアー回しとの出会い
そして最後の『ライアー回し』で、この連作詩の中に集団としてでは
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なく、個人として旅人の前に姿を見せる唯一の人物である老音楽師が登
場する。
Driibenhinter'mDorfe
StehteinLeiermann,[…］
Underlalltesgehen
Alles,wieeswill,
Dreht,undseineLeier
Stehtihmnimmerstill.
WunderlicherAltel;
SoⅡichmitdirgehn？
WillstzumeinenUedern
DeineLeierdreh､？ 『ライアー回し』 ［123］
誰とも関わりを持とうとしないこの老人に旅人は語りかけ、同行を申
し出て『冬の旅』は終わる。この老人はいわばアウトサイダーであり、
｢旅人の精神状態の具象化として外界へ現れたのでも、外界の一部分とし
て旅人の自我の領域の中に入り込むのでもなく、旅人のアイデンティテ
ィーと並んでもう1つのアイデンティティーとして存在する｣31のであ
る。その姿には19世紀以降の近代社会が抱えることになった人間の実存
的孤独が具現されていると考えられないだろうか。つまりこの老人は、
もはや大衆としてでは無く単独の個として存在し、 自らの意思でライア
ーを回し続け、 自由であるがゆえに孤独なのである。同様の心情を偶然
シューベルトが1824年3月27日の日記に次のように記している。「他人
の苦しみを理解する者は誰もいないし、他人の喜びを理解する者も1人
だっていない1人はいつも一緒に歩いていると信じているが、実はただ
並んで歩いているだけだ。このことを認識するものには、おお、何とい
31Schieb,Roswithal994,S.68
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う苦しみが待っていることだろう｡｣32これはシューベルトが『冬の旅』
を知る前に書かれたものであるが、この連作詩に登場する老音楽師のあ
り方を見事に言い表していると言えるだろう。
結び
連作詩を総括すると、旅を始めた直後は死の願望も、永遠の放浪とい
う運命にも旅人はまだ気付いてはおらず、むしろ恋人への未練や、 自己
憐燗に浸っていた。そしてこのような感情から、 自然と自我の一致とい
うロマン派的なやり方で慰めの可能性を見出そうとしたと言える。しか
しそれは最後の希望を託した木の葉という、他ならぬ自然によって完全
に否定され、完全に他者から隔絶される。そしてついに旅人は自分自身
を唯一の存在、つまり個人とみなす新しい意識をもって、老音楽師に語
りかけ、連作詩は終わる。
連作詩成立の経緯で示したように、 ミュラーは『冬の旅』をロマン派
の時代に好んで用いられ、民衆にもなじみやすい民謡調で書いてはいる
が、この作品の内容を検討した結果、個人として生きる人間が避けるこ
とのできない孤独へと至る道が描かれており、それが同様の問題意識を
抱いていたシューベルトの心を捉えたのかもしれない。つまりミュラー
は19世紀以来意識され、後にキルケゴール(SGrenKierkegaard)に端
を発する実存主義へとつながるような問題を、 「冬の旅』で当時誰にも馴
染み深い古来の民謡形式を用いた作品で表現したと考えられる。これを
民謡形式の持つ可能性追求の実践として捉えれば、 『冬の旅』はまさに時
代風潮に敏感なミュラーの特性が十分に発揮された作品だと言えるだろ
う。
一体この老音楽師と旅人はこの後どうなるのか？ミュラーは書いてい
ない。 もしかしたら書けなかったのかもしれない。 ミュラーが活動した
19世紀初頭は、ドイツが封建的身分制社会から市民社会へと移行し始め
た時期であった33o例えば手工業においては、従来ならば人々はツンフ
Kolb,Annette:FranzSchubert.SeinLeben,Franl㎡urta.M.,1984,S・173.
成瀬治．山田欣吾．木村靖治編『世界歴史体系ドイツ史2｣、山川出版社、1996
年、 251ページ以下参照。
32
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トという特定の団体(Korporation)に属さなければ営業が認められなか
ったが、ナポレオンによる支配以来、改革によってツンフトヘの加入義
務や、営業特権は解体されて営業の自由へと転換してゆく。さらにその
後イギリスから波及してきた産業革命によって工業界の機械化が進み、
所謂近代資本主義経済が興ってくる。一足先に産業革命による生産方法
の変化に伴う社会的変化を経験していたイギリスでは、すでにロマン主
義的な立場から、 「機械化」による人間の孤立がもたらす内面的荒涼に対
する危機感が表明されていたが34、ミユラーの時代のドイツではまだそ
こまで社会的変革は進んではいなかった。しかし小手工業を中心に経済
生活が行われていたデツサウにいたミユラーは35、いずれ起こるであろ
うこのような変化を敏感に予感していたのではないか。そして漠然とし
た不安を感じながらも、現実としてどのような事態が表れるかまでは考
えが及ばなかったために、旅人と老音楽師のその後を書き続けることが
できなかったのではないだろうか。そのように考えると、ロマン派詩人
としてのミュラーの限界もそこには表れているのではないかという新た
な疑問も浮かび上がる。とは言うものの、当時変化の緒につきつつあっ
た社会において、ロマン派的視点から近代的な問題点を示唆していると
いう点で、 この『冬の旅』という連作詩は、時代の狭間に立つユニーク
な作品であると言えるだろう。
以上ここまで連作詩『冬の旅」に関する考察を行ってきたが、当然こ
れだけでこの詩人の姿が全て明らかにされたわけではない。彼は詩の他
にも短編小説、紀行文、文芸批評など数多くの業績を残している。それ
らの作品、 さらに同時代の詩人たちとの関係など、検討すべき事柄は多
数残されているが、それらに関しては機会を改めて検討したい。
34田村秀夫編『市民社会批判の系譜』、中央大学出版部、1973年、63ページ以下参
照。
35Vgl.Jablonowski,mla:WilhehMtinerinDessau.In:Michels,Nobert(Hrsg )
1994,S.35.
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Zum Zeitbewusstsein im Gedichtzyklus 
„Die Winterreise" - Ein Versuch der 
Neubewertung des Dichters Wilhelm Müller 
Kohei IMAMOTO 
Wilhelm Müller (1794-1827) ist heute fast nur als Dichter der 
Liederzyklen von Franz Schubert bekannt und wurde im Bereich der 
literarischen Forschung nur selten bedacht. In Deutschland findet man 
jedoch einige Bewegungen, dem Dichter aus Dessau, der bisher nur 
eine Nebenrolle gespielt hatte, vermehrt Aufmerksamkeit zuteil werden 
zu lassen: z. B. durch die Veranstaltung einer Müller-Ausstellung in 
Dessau 1994 aus Anlass seines 200. Geburtstages und das Erscheinen 
einer sechsbändigen Werkausgabe. 
Meine Abhandlung zielt auf eine Anregung, den in den Schatten des 
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Schubert geratenen Dichter neu zu bewerten. 
Müller begann mit seinen literarischen Aktivitäten in Berlin, wo er 
nach dem Bestehen des Abiturs studierte. Dort schloss er sich einem 
Bund von jüngeren Dichtern an, die er bei Teilnahme an den Befrei-
ungskriegen kennengelernt hatte. Er veröffentlichte mit ihnen zusam-
men einen Gedichtband. In seiner frühen Zeit war Müller an der 
deutschen Vergangenheit, vor allem dem Mittelalter, interessiert. 
Von 1817 bis 1818 machte er als Begleiter von Baron Albert von Sack 
eine Reise nach Italien. Danach war er in Dessau literarisch aktiv; 
gleichzeitig reiste er viel, besonders nach Dresden, wo er mit Dichtern 
oder Künstlern Bekanntschaft machte. 
Außer lyrischen Werken hinterließ Müller viele literarische Zeug-
nisse: Reisebücher, Novellen, Rezensionen u. a .. 
„Die Winterreise" besteht aus 24 Gedichten. Müller veröffentlichte 
1823 hiervon zunächst zwölf in der Zeitschrift „Urania" und dann zehn in 
den „Deutschen Blättern für Poesie, Literatur, Kunst und Theater." 
Später wurden die Gedichte umgestellt, um 1824 in den Gedichtband 
,,Gedichte aus hinterlassenen Papieren eines reisenden Waldhornisten", 
zweiter Band, aufgenommen zu werden. Dabei fügte Müller noch zwei 
Gedichte hinzu und veränderte teilweise auch die Texte. Aus diesen 
Umstellungen und Verbesserungen der Gedichte kann man schließen, 
dass Müller auf einen konsequenten Aufbau zielte und den Schwerpunkt 
auf den volksliedlichen Stil legte. 
„Die Winterreise" ist durch die Vertonung von Schubert bekannt. Er 
komponierte zuerst zwölf Lieder, nach der „Urania"-Fassung; erst da-
nach lernte er den vollendeten Gedichtzyklus aus 24 Gedichten kennen. 
In Reihenfolge und Text sind daher je nach Gedicht- bzw. Liederzyklus 
Unterschiede; beide Werke sollten daher für sich betrachtet werden. 
Was wollte Müller in „der Winterreise" ausdrücken? Es scheint, dass 
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die einzelnen Gedichte nur an das Motiv des Wanderns knüpfen. Aber 
der aufmerksame Leser erkennt im Zyklus einen allmählichen seeli-
schen Wandel. 
In dem Gedichtzyklus wird der Prozeß dargestellt, wie ein Wandernder 
seine existentielle Einsamkeit bemerkt. Man findet es besonders in der 
Begegnung des Wanderers mit dem Leiermann. Kurz gesagt, kann man 
folgern, dass Müller ein Problem der existentiellen Einsamkeit ahnt, 
das diejenigen, die nicht mehr als Mitglieder einer ständischen Gesell-
schaft, sondern als Individuen in der modernen Gesellschaft leben 
wollen, nicht vermeiden können. Meine Arbeit fragt nach diesem neuen 
Zeitbewusstsein Wilhelm Müllers anhand seiner „Winterreise". 
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